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神
山
さ
ん
の
長
男
・
賢
一
さ
ん
が
慢
性
骨

髄
性
白
血
病
に
な
っ
た
の
は
平
成
２
年
（
１

９
９
０
）
の
こ
と
で
し
た
。

「
骨
髄
バ
ン
ク
は
ま
だ
発
足
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
か
ら
、
ワ
ラ
に
も
す
が
る
思
い
で
ド

ナ
ー
登
録
を
呼
び
か
け
ま
し
た
」

　
欧
米
で
ス
タ
ー
ト
し
て
い
た
骨
髄
バ
ン
ク

を
「
ぜ
ひ
日
本
に
も
」
と
い
う
運
動
は
す
で

に
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
患
者
さ
ん
自
ら

が
先
頭
に
立
つ
こ
と
は
極
め
て
異
例
の
こ
と

で
し
た
。
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
の
前
で
バ
ン
ク
の

必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

「
治
り
た
い
。
治
っ
て
作
陶
を
続
け
た
い
」

　
29
歳
に
な
っ
て
い
た
賢
一
さ
ん
は
、
母
の

背
中
を
見
詰
め
て
育
つ
う
ち
、
母
と
同
じ
道

を
歩
み
始
め
て
い
た
の
で
す
。

「
設
立
運
動
と
共
に
、
ほ
か
の
患
者
さ
ん
と

一
緒
に
提
供
者
も
募
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
、

賢
一
に
は
適
合
者
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
や
む
を
得
ず
、
1
座
不
一
致
の
叔
母
か

ら
の
提
供
で
移
植
を
受
け
た
の
で
す
」

　
平
成
３
年
の
こ
と
で
し
た
。
い
っ
た
ん
は

快
復
し
た
も
の
の
、
賢
一
さ
ん
は
翌
年
4
月

に
再
発
し
、
31
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

「
陶
芸
家
と
し
て
の
才
能
を
喪
失
し
た
思
い

が
今
も
強
烈
に
あ
り
ま
す
。
限
り
な
い
可
能

性
を
持
っ
て
い
る
の
が
『
い
の
ち
』
で
す
。

私
の
よ
う
な
『
悲
し
む
母
』
を
出
さ
な
い
た

め
に
も
、
引
き
続
き
骨
髄
バ
ン
ク
に
は
、
よ

り
一
層
の
発
展
を
期
待
し
ま
す
」

　
　
　
　
　
　
　
（
こ
う
や
ま
・
き
よ
こ
）

　平成16年（2004）11月、ドナー登録者20万人
　 移植6000例に到達しました。

　この作品はひとりの女性として、母として、古信

楽の再現に没頭する陶芸家としての神山清子さんの

生き方を、燃え盛る窯の「炎」の激しさになぞらえ

て描きだします。撮影は神山さんの工房「寸越窯」

で行われ、神山さん自らが作陶シーンを指導、実際

に穴窯に火を入れたとあって、その迫力には圧倒さ

れます。また、骨髄移植や闘病の様子などは可能な

限り事実に忠実な再現が試みられ、観る人の理解に

訴えています。

　同じく骨髄移植を扱った映画『半落ち』『世界

の中心で、愛をさけぶ』『ロード88』などの公

開が大きな反響を呼び、ドナー登録者数の伸びに

結びつきました。その余韻がさめないうちの来春

公開とあって、引き続き登録者の増加に一役買っ

くれることは間違いないでしょう。

神山さん親子を描いた映画「火火」

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

  陶芸家（滋賀県信楽町在住）
「滋賀骨髄献血の和を広げる会」代表者

日
本
骨
髄
バ
ン
ク
が
設
立
さ
れ
た
当
初
、

ド
ナ
ー
登
録
目
標
は
10
万
人
で
し
た
。

倍
の
20
万
人
に
到
達
し
、「
次
」
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

バ
ン
ク
設
立
運
動
に
携
わ
っ
た
神
山
清
子
さ
ん
は
、

映
画
『
火
火
』
の
公
開
を
機
に
、「
30
万
人
」
を
願
っ
て
い
ま
す
。

骨髄バンク普及に「火の勢い」

「ドナー登録者数30万人」を目標に、

  すべての患者さんに骨髄提供できるよう、 

  これからも全力で取り組んでまいります。

神山清子さん

映画情報は
12ページへ

映画「火火」のワンシーン
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ド
ナ
ー
登
録
者
20
万
人
、
移
植
6
0
0
0
例
到
達
　
　
　
　

     

　
　
　
す
べ
て
の
患
者
さ
ん
に
骨
髄
提
供
で
き
る
日
を
目
指
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
―
目
標
30
万
人
へ
、
新
た
な
ス
タ
ー
トドイツ

232万人
イギリス
62 万人

イタリア
30万人 アメリカ

412万人

　カナダ
21万人

オーストラリア
ニュージーランド

16万人

韓 国
5万人

　台 湾

24万人
フランス
12万人

日 本
20万人

諸外国・地域のドナー登録者数

ドナー登録者累計数

平
成
４
年
（
1
9
9
2
）
１
月
6
日
の
ド
ナ
ー
登
録
受
け
付
け
開
始
か
ら
12
年
11
ヵ
月
を
経
た
今
年
11
月
25
日
、

ド
ナ
ー
登
録
者
現
在
数
は
20
万
人
（
累
計
25
万
人
）
に
達
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
ド
ナ
ー
登
録
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
の
善
意
と
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
万
人
に
到
達
し
た
今
年
の
新
規
ド
ナ
ー
登
録
者
数
は
10
月
末

　
　
時
点
で
２
万
４
６
０
８
人
と
過
去
の
年
間
登
録
者
数
を
更
新
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
11
月
17
日
、
骨
髄
バ
ン
ク
を
介
し
た
骨
髄
移
植

例
数
は
６
０
０
０
例
に
到
達
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
年
間
例
数
も
、

今
年
は
昨
年
よ
り
60
例
ほ
ど
多
い
７
９
０
例
と
な
る
見
通
し
で
す
。

　
し
か
し
、
そ
れ
で
も
昨
年
登
録
し
な
が
ら
移
植
を
受
け
ら
れ
て

い
な
い
国
内
の
患
者
さ
ん
は
約
４
割
に
の
ぼ
り
ま
す
。
一
人
で
も

多
く
の
患
者
さ
ん
に
移
植
の
機
会
を
提
供
す
る
に
は
、
目
標
ド

ナ
ー
登
録
者
数
30
万
人
の
達
成
を
一
日
も
早
く
実
現
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
　
髄
バ
ン
ク
発
足
当
初
、
目
標
の
ド
ナ
ー
登
録
者
数
は
10
万
人

　
　
で
し
た
。
Ｈ
Ｌ
Ａ
型
の
血
清
学
的
な
適
合
率
か
ら
「
10
万
人

の
ド
ナ
ー
プ
ー
ル
で
患
者
さ
ん
の
９
割
に
ド
ナ
ー
が
見
つ
か
る
」

と
試
算
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
そ
の
後
、
移
植
成
績
の
向
上
の
た
め
に
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
レ
ベ
ル
で
の

適
合
が
必
要
と
さ
れ
、
「
ド
ナ
ー
登
録
者
数
は
30
万
人
を
目
標
と

す
る
」
こ
と
が
国
の
方
針
と
な
り
ま
し
た
。

　
20
万
人
に
到
達
し
た
現
在
、
す
で
に
適
合
検
索
時
の
適
合
率
、

す
な
わ
ち
血
清
学
レ
ベ
ル
で
は
８
割
を
超
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し

た
が
、
確
認
検
査
で
の
適
合
率
（
Ｄ
Ｎ
Ａ
適
合
レ
ベ
ル
）
は
い
ま

だ
に
７
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
　
本
の
骨
髄
バ
ン
ク
の
登
録
受
け
付
け
は
、
血
液
セ
ン
タ
ー
や

　
　
献
血
ル
ー
ム
、
一
部
の
保
健
所
で
行
わ
れ
、
そ
の
数
は
年
々

増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
献
血
と
併
行
し
て
行
わ
れ
る
登
録
受
け

付
け
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
や
地
方
自
治
体
に
よ
る
ド
ナ
ー
登

録
会
も
年
間
１
３
０
０
回
も
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
土
・
日
曜
に
受
け
付
け
て
い
る
窓
口
が
少
な
い
こ
と
や
、
原

則
と
し
て
予
約
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
登
録
希
望
者
か
ら
ド

ナ
ー
登
録
が
も
っ
と
容
易
に
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
要
望
が
よ
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
国
（
厚
生
労
働
省
）
の
造
血
幹
細
胞
移
植
委
員
会
で
は

ド
ナ
ー
登
録
者
・
骨
髄
提
供
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
条
件
を
見
直
す
と

と
も
に
、
ド
ナ
ー
登
録
者
拡
大
の
た
め
の
施
策
に
つ
い
て
も
議
論

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
財
団
と
し
て
も
国
、
地
方
自
治
体
、
日

20,815

登録者数
登録者数累計

16,443
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都道府県別のドナー登録・患者登録状況（平成16年9月末現在）

※1：20～49歳人口は、平成12年国勢調査昼間人口比率の数値をもとに算出したもの　
※2：ドナー登録目標人数は、目標30万人を都道府県別20～49歳人口割りで計算したもの
※3：平成16年9月末現在のドナー登録者数をドナー登録目標人数で割ったもの　
※4：提供者数および移植患者数は居住地で、平成5年～平成16年9月までの累計数。海外は除く

本
赤
十
字
社
と
連
携
し
つ
つ
、
ド
ナ
ー
登
録
が
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
推
し
進
め
る
こ
と
が
一
層
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
い
ま

日
本
に
は
ド
ナ
ー
登
録
が
で
き
る
20
〜
50
歳
ま
で
の
人
口
が
約
５
３

０
０
万
人
。
１
０
０
０
人
に
４
人
は
ド
ナ
ー
登
録
を
し
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
１
０
０
０
人
に
６
人
に
な
れ
ば
、
目
標
ド

ナ
ー
登
録
者
数
30
万
人
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
た
ち
は

今
ま
で
以
上
に
、
国
民
の
皆
さ
ま
へ
の
普
及
広
報
活
動
へ
力
を
注
い

で
ま
い
り
ま
す
。
善
意
の
輪
を
広
げ
て
い
く
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご
支

援
を
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
さ
ま
の
ド
ナ
ー
登
録
に
よ
っ
て
、
患
者
さ
ん
に
生
き
る
チ
ャ

　
　
ン
ス
を
提
供
す
る
機
会
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
今
年
８
月

か
ら
開
始
し
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
迅
速
化
の
取
り
組
み
も
効
果
が

出
始
め
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
の
適
応
条
件
も
拡
大
さ
れ
、
中
高
齢

者
へ
の
移
植
（
ミ
ニ
移
植
）
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
移
植
件

数
は
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
骨
髄
バ
ン
ク
は
、
血
液
難
病
に
苦
し
む
患
者
さ
ん
の
命
を
救
う

社
会
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
今
後
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
大
き
な
期

待
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
ド
ナ
ー
登
録
者
数
が
20
万
人
に
到
達
す
る
ま
で
の
こ

の
間
、
移
植
を
受
け
ら
れ
ず
亡
く
な
っ
た
患
者
さ
ん
の
こ
と
は
決

し
て
忘
れ
ず
、
す
べ
て
の
患
者
さ
ん
に
骨
髄
提
供
で
き
る
日
を
目

指
し
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　右の図は、主な外国・地域のドナー登録者数で

すが、特筆すべきなのは、アメリカとドイツの登

録者数が群を抜いていることです。

　骨髄バンクが成立した背景などが異なるため、

日本の骨髄バンクと単純に比較できるものではあ

りませんが、学べる点はかなりあるはずです。

　例えば、世界最大規模を誇る全米骨髄バンク

（NMDP）では、登録受け付けは献血センター

による全献血者への積極的な呼びかけに加え、

「ドライブ方式」を採り入れたことが、急速な

登録者増となりました。地域や職域のボランテ

ィアが中心になったキャンペーンが全米で年に

数千回繰り広げられ、様々なイベントや企業で

の登録に、医師や看護師ではない採血ボランテ

ィアなどが積極的に参加しています。　

アメリカはドライブ方式で急伸
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56.68 

56.68 

56.78 

65.37 

70.67 

54.03 

77.62 

48.13 

54.16 

53.71 

56.25 

96.29 

110.79 

97.18 

64.68 

72.54 

54.61 

54.93 

58.78 

58.38 

65.77 

85.03 

52.85 

46.93 

56.94 

52.50 

59.76 

204.94 

65.58 

　

372

23

54

56

91

38

84

105

70

65

234

244

632

377

108

34

81

66

78

43

111

168

450

92

77

162

359

201

54

35

42

36

135

187

67

28

38

54

35

235

30

38

51

53

31

59

57

5,740

71

15

14

8

24

11

15

41

30

23

84

71

189

79

33

9

30

16

21

5

24

48

101

29

18

38

105

55

24

11

6

19

24

35

16

10

18

14

16

77

8

12

14

12

14

20

13

1,570

302

20

36

31

62

29

22

109

75

112

179

221

986

402

95

4

74

64

78

12

0

96

685

60

31

152

516

240

45

4

33

17

126

121

32

16

12

100

2

371

3

50

44

35

16

22

3

5,745

都道府県
20～49歳
人口※1

ドナー登録
目標人数※2

ドナー
登録者数

目標達成率
※3

提供者数
※4

患者
登録数

移植患者数
※4

（千人） （人） （人） （％） （人） （人） （人）



回答集計結果（表1）

  回答数40　男性：13人　20代-4人　30代-7人　40代-2人　女性：27人　20代-9人　30代-10人　40代-7人　50代-1人

私は骨髄提供が
できますか？

登録会で聞いてみました

クイズ

特集

仕事のストレスから胃薬が手放せません。

偏頭痛がするようになって病院に行って薬をもらっています。病院の先生はがまんできるなら薬は止
めてもいいと言われています。

生まれつき、太れない体質です。体重が40キロありません。健康診断では、異常を言われたことは
なく、健康体そのものです。

軽いそばアレルギーです。

去年、出張でイタリアに5ヵ月間いました。

1990年に交換留学生でイギリスの大学に1年間通っていました。

半年前にピアスを開ける器具を買って、友達と一緒に開けました。ピアスの穴は炎症していません。

病院でピアスを開けてから1ヵ月経ちました。炎症していません。

いま、心療内科でカウンセリングを受けています。薬は飲んでいません。

以前、うつ病で通院していました。治療が終わったので、1年以上、病院には行っていません。

妊娠3ヵ月です。

去年、骨髄バンクを介して、2回目の骨髄提供をしました。

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.
　
11.

12.

病
気
と
た
た
か
う
誰
か
の
た
め
に

今
号
で
は
、
ド
ナ
ー
登
録
さ
れ
て
い
る
２０
万
人
の
皆
さ
ま
に
、

「
あ
な
た
が
で
き
る
こ
と
、
で
き
な
い
こ
と
」
を

お
考
え
い
た
だ
き
た
く
特
集
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
患
者
さ
ん
が
待
ち
望
ん
で
い
る
骨
髄
移
植
を
早
期
に
、

そ
し
て
確
実
に
実
現
す
る
た
め
、
ド
ナ
ー
側
理
由
に
よ
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
中
止
事
例
を
可
能
な
限
り
少
な
く
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

骨
髄
バ
ン
ク
で
は
、
提
供
さ
れ
る
ド
ナ
ー
の
方
々
の
健
康
・
安
全
を
守
る
た
め
、

非
常
に
厳
し
い
健
康
基
準
を
定
め
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
日
常
生
活
で
は
ほ
と
ん
ど
問
題
に
な
ら
な
い
健
康
状
態
で
も
、

提
供
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。

 

あ
な
た
が
で
き
る
こ
と
、

 

で
き
な
い
こ
と
。

﹇
提
供
の
た
め
の
ド
ナ
ー
の
健
康
基
準
﹈

10月24日、横浜駅西口の「そごう」前でドナー登録会が開催され、87人もの登録者が
ありました。その時、このような場合は骨髄提供できるか、アンケートで聞いてみました。

※
ク
イ
ズ
の
答
え
は
P
6
に

問　　題

4

正解率

75％

65％

73％

60％

28％

28％

53％

35％

38％

23％

98％

38％



病気とたたかう誰かのために特集

　
ド
ナ
ー
登
録
者
に
適
合
通
知
が
届
く
と
、

提
供
に
向
け
て
、
複
数
の
候
補
者
か
ら
よ
り

良
い
適
合
条
件
の
ド
ナ
ー
を
選
ぶ
の
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
で
す
。
平
成
15
年
度
で
は
1
万

5
5
4
5
人
が
候
補
者
と
な
り
、
実
際
の
提

供
者
は
20
分
の
1
に
絞
ら
れ
て
7
3
2
人
（
4.
7

％
）
で
し
た
。
患
者
さ
ん
の
病
状
に
よ
る
中

止
も
あ
り
ま
す
が
、
ド
ナ
ー
登
録
者
の
ご
理

解
に
よ
っ
て
中
止
例
を
少
な
く
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
ド
ナ
ー
側
理
由
で
の
中
止
は
全
体
の
約

6
割
を
占
め
る
9
3
8
4
件
で
、
そ
の
う

ち
4
3
7
5
件
（
47
％
）
が
健
康
上
の
理

由
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
内
訳
は
初
期
の

確
認
検
査
前
で
3
2
5
7
件
、
確
認
検
査

実
施
か
ら
最
終
同
意
面
談
実
施
ま
で
が

1
0
6
5
件
、
最
終
同
意
以
降
が
53
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
中
止
に
な
っ
た
「
健

康
上
の
理
由
」
と
は
ど
の
よ
う
な
ケ
ー
ス

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

■
ケ
ー
ス
1
　
退
院
後
も
治
療
継
続
中

Ｙ
・
Ｉ
さ
ん
（
29
歳
・
男
性
）
の
場
合

「
今
年
の
10
月
末
に
尿
管
結
石
で
入
院
し
た

の
が
理
由
で
す
。
退
院
後
、
適
合
通
知
が
き

た
の
で
、
問
診
票
を
返
送
し
ま
し
た
。
治
療

継
続
中
の
事
実
を
正
直
に
書
き
ま
し
た
ら
、

そ
れ
が
理
由
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
終
了
と
い

う
お
知
ら
せ
を
も
ら
っ
た
の
で
す
」

■
ケ
ー
ス
2
　
血
圧
の
基
準
値
超
え
る

M
・
S
さ
ん
（
48
歳
・
男
性
）
の
場
合

「
今
年
の
8
月
に
適
合
通
知
が
来
て
、
6
月

に
会
社
で
受
け
た
健
康
診
断
結
果
を
コ
ピ
ー

し
て
送
り
ま
し
た
。
血
圧
が
基
準
よ
り
も
高

か
っ
た
た
め
、
1
週
間
ほ
ど
自
宅
で
測
る
よ

う
に
依
頼
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
伝
え

ま
し
た
。
ま
た
、
9
月
に
関
連
会
社
の
健
康

診
断
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
そ
の
結
果
も
送

っ
た
と
こ
ろ
、
や
は
り
基
準
値
を
上
回
る
、

と
い
う
こ
と
で
中
止
に
な
り
ま
し
た
」

　
Ｙ
・
Ｉ
さ
ん
の
よ
う
に
治
療
が
継
続
中

で
あ
る
場
合
や
服
薬
中
は
骨
髄
提
供
は
し

て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
治
療
中
と
み
な
さ

れ
て
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
中
止
例
は
、
健

康
上
の
理
由
の
中
で
最
も
多
い
の
で
す
。

　
M
・
S
さ
ん
は
、
血
圧
が
高
い
こ
と
は

意
識
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
健
康
診
断

で
も
、
少
し
高
い
と
指
摘
は
さ
れ
ま
し
た
が
、

通
院
や
服
薬
の
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
つ
ま
り
、
一
般
的
に
は
「
健
康
」

の
範
囲
内
で
は
あ
っ
て
も
、
骨
髄
提
供
の

た
め
の
健
康
基
準
の
中
に
は
入
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
す
。

　
同
じ
意
味
で
、
低
血
圧
や
貧
血
も
通
常

の
生
活
に
支
障
が
な
い
範
囲
で
あ
っ
て
も

骨
髄
ド
ナ
ー
に
は
な
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
骨
髄
提
供
の
た
め
の
健
康
基
準
は

そ
れ
だ
け
に
厳
密
な
の
で
す
。

「
残
念
で
し
た
。
自
分
以
外
の
候
補
者
が
何

人
い
た
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
患
者
さ
ん
に

は
せ
っ
か
く
の
チ
ャ
ン
ス
な
の
に
、
そ
れ
が

奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
か
ら
、
申
し
訳

な
い
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
」

　
M
・
S
さ
ん
は
言
い
ま
す
。
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
中
止
で
は
患
者
さ
ん
も
落
胆
し
ま

す
。
適
合
し
た
ド
ナ
ー
候
補
者
が
不
適
格

と
さ
れ
る
こ
と
が
何
度
も
重
な
っ
た
時
の

シ
ョ
ッ
ク
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

「
前
に
一
度
適
合
通
知
を
も
ら
っ
た
こ
と

が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
と
き
は
患
者

さ
ん
の
都
合
で
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
今

回
、
気
持
ち
と
し
て
は
提
供
し
た
か
っ
た

で
す
。
も
し
も
俺
し
か
い
な
か
っ
た
ら
…

と
思
う
と
つ
ら
か
っ
た
で
す
ね
」

　
そ
う
語
る
Ｙ
・
Ｉ
さ
ん
は
、
最
初
の
適

合
時
と
今
回
と
で
は
健
康
状
態
が
変
わ
っ

て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に

登
録
後
の
時
間
経
過
と
と
も
に
環
境
や
健

康
状
態
の
変
化
に
よ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

終
了
の
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

ず
っ
と
厳
し
い
ド
ナ
ー
の

健
康
基
準

よ
り
よ
い
適
合
条
件
の

ド
ナ
ー
選
択

実
際
の
ケ
ー
ス
に
み
る

中
止
理
由
　

ドナー側の理由によるコーディネート中止件数
の多くは、初期の適合段階によるものです。

コーディネート中止理由

ドナー側の理由上位5位

健康上の理由上位5位（確認検査前）

妊娠・出産
526件

（平成15年度）

5

こんなに多い
健康上の理由での

コーディネート中止

ご 存 じ で し た か ？

23％

13％

11％ 6％

47％ 治療中
1,355件

その他（健康上の理由）
737件

既往歴
415件

腰痛
360件

感染症の可能性
186件

1位

2位

3位

4位

5位

20％

47％10％

10％
6％

1位

2位

3位

4位
5位

健康上の理由
4,375件

都合がつかない
1,918件

家族の不同意
980件

連絡がとれない
892件



ド
ナ
ー
の
安
全
が
最
優
先

骨
髄
提
供
に
お
け
る

健
康
被
害
に
つ
い
て

　
骨
髄
提
供
で
は
ド
ナ
ー
の
安
全
が
最
優

先
さ
れ
ま
す
が
、
過
去
に
は
ド
ナ
ー
に
健

康
被
害
が
生
じ
た
事
例
が
あ
り
ま
す
。
い

ず
れ
の
場
合
も
治
療
に
よ
り
回
復
し
、
通

常
の
生
活
に
戻
っ
て
い
ま
す
。

●
過
去
に
死
亡
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん

　
日
本
の
骨
髄
バ
ン
ク
を
介
し
て
の
骨

髄
提
供
で
は
、
死
亡
事
例
は
発
生
し
て

い
ま
せ
ん
。
過
去
に
海
外
で
３
件
（
血

縁
者
間
２
例
、
非
血
縁
者
間
1
例
）
、

日
本
で
1
件
（
骨
髄
バ
ン
ク
を
介
さ
な

い
血
縁
者
間
）
の
ド
ナ
ー
死
亡
事
例
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
採
取
病
院
で
は

最
大
限
の
注
意
を
は
ら
い
万
全
の
態
勢

で
骨
髄
採
取
を
行
い
ま
す
。

●
健
康
被
害
が
起
き
た
場
合
の

　
補
償
制
度

　
骨
髄
提
供
の
際
、
万
一
健
康
被
害
が

起
こ
っ
た
場
合
は
最
高
1
億
円
の
補
償

制
度
が
あ
り
ま
す
。
死
亡
の
際
に
は
一

律
1
億
円
、
後
遺
症
に
は
程
度
に
よ
り

3
0
0
万
円
〜
１
億
円
が
補
償
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
ま
で
骨
髄
バ
ン
ク
で
は
平
成

5
年
の
第
１
例
実
施
以
来
、
5
４
８
９

例
の
骨
髄
採
取
を
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
う
ち
55
例
に
入
通
院
保
険
が

適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
平
成
16
年
３
月
末
現
在
）

　
骨
髄
バ
ン
ク
で
は
、
骨
髄
採
取
の
安

全
性
に
つ
い
て
皆
さ
ま
に
正
し
い
情
報

を
得
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
情
報
公
開

に
努
め
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
骨
髄
バ

ン
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。w

w
w
.jm
dp.or.jp

海
外
の
骨
髄
バ
ン
ク
の

適
格
性
基
準
は
？

状
況
や
時
代
に
対
応
し
て

判
定
基
準
も
変
わ
り
ま
す

　
患
者
さ
ん
へ
の
安
全
配
慮
か
ら
の
基
準
は

毎
年
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
ク
イ
ズ
７
・
８
「
ピ
ア
ス
を
あ

け
た
」
（
表
１
）
の
問
い
か
け
は
、
医
療
機

関
以
外
で
ピ
ア
ス
を
開
け
た
と
き
、
特
に
器

具
を
他
人
と
一
緒
に
使
っ
た
り
し
た
場
合
は

一
定
期
間
、
骨
髄
液
の
提
供
は
ご
遠
慮
願
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
万
一
に
も
患
者
さ
ん

へ
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
な
ど
が
感
染
し
な
い
よ
う
、

予
防
的
措
置
と
し
て
の
取
り
扱
い
で
す
。

　
ク
イ
ズ
５
・
６
（
表
１
）
は
最
近
問
題
に

な
っ
て
い
る
Ｂ
Ｓ
Ｅ
（
ク
ロ
イ
ツ
フ
ェ
ル
ト
・

ヤ
コ
ブ
病
）
の
伝
播
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

ご
遠
慮
願
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
但
し
、
ご

本
人
が
異
常
プ
リ
オ
ン
を
持
っ
て
い
る
と
か
、

将
来
発
病
す
る
と
か
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
原
因
物
質
の
検
出
が

現
在
の
医
学
レ
ベ
ル
で
は
無
理
な
の
で
予
防

的
措
置
で
す
。

　
Ｂ
Ｓ
Ｅ
対
策
で
対
象
と
な
る
の
は
1
9
8
0

年
以
降
に
イ
ギ
リ
ス
、イ
タ
リ
ア
、ス
ペ
イ
ン
、

ド
イ
ツ
な
ど
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
（
10
ヵ
国
）

に
通
算
６
ヵ
月
以
上
滞
在
し
た
こ
と
が
あ
る

方
、
も
し
く
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
チ
ェ
コ
、
デ

ン
マ
ー
ク
、
ル
ー
マ
ニ
ア
な
ど
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
（
27
ヵ
国
）
に
通
算
５
年
以
上
滞
在

し
た
こ
と
が
あ
る
方
で
す
。

　
さ
ら
に
、
一
昨
年
か
ら
は
米
国
な
ど
が
西
ナ

イ
ル
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
地
域
に
な
る
な
ど
、
マ

ラ
リ
ア
を
含
め
て
海
外
で
の
感
染
症
の
流
行

地
域
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
海
外

旅
行
か
ら
帰
国
し
て
４
週
間
以
内
は
、
原
則

と
し
て
骨
髄
提
供
で
き
な
い
取
り
扱
い
を
と

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
提
供
ド
ナ
ー
と
し
て
の
医
学

的
判
定
基
準
は
、
そ
の
時
々
の
社
会
情
勢
を

踏
ま
え
て
変
わ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
諸
外
国
の
骨
髄
バ
ン
ク
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に

ド
ナ
ー
適
格
性
判
定
基
準
を
設
け
て
い
ま
す

が
、
米
国
骨
髄
バ
ン
ク
（
Ｎ
Ｍ
Ｄ
Ｐ
）
の
そ

れ
な
ど
と
比
較
し
て
も
、
日
本
骨
髄
バ
ン
ク

の
基
準
は
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
明
ら
か
に
無
理
と
考
え
ら
れ
る
ケ
ー
ス
は

も
ち
ろ
ん
、
「
疑
わ
し
き
も
除
外
す
る
」
を

基
本
姿
勢
に
お
い
た
結
果
で
す
。
骨
髄
バ
ン

ク
は
あ
く
ま
で
も
ド
ナ
ー
の
安
全
を
第
一 

に
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

6

骨髄ドナーの医学的基準が
厳しいのはなぜ？

秋山 秀樹

　骨髄提供のためのドナーの方の健康

基準は、医学的見地から「適格性判定

基準」として、非常に多項目に渡り詳

細に規定されています。それらの基準

は患者さんとドナーサイドの双方の観

点から大変厳しいものとなっています。患者さんの救命とド

ナーの方の健康・安全確保は、いわば車の両輪のような要素

をはらんでいるのです。

　もちろん骨髄移植は患者さんの救命を目的としているので

すから、移植される骨髄液は健康なものでなければなりませ

ん。患者さんに移行すると考えられる各種感染症などがドナ

ーの方にあった場合、患者さんにとっては致命的ともなりえ

ますので、避けなければなりません。

　一方、骨髄採取は本人にとっては全く必要のない医療行為

がなされるということですから、採取によってドナーの方の

健康に被害が及ぶようなことはあってはならないことです。

全身麻酔下での骨髄採取で問題が起きる可能性が少しでもあ

ると疑われる場合は不適格としています。適格性判定基準の

大原則として、ドナーの方の安全を最重要と考えれば、基準

はおのずから厳格なものになると思っています。

ドナーの安全を第一に
患者さんへの
安全配慮も

ご 存 じ で し た か ？

ドナー安全委員会委員長
東京都立駒込病院　内科医長

クイズの答え　Q1:× Q2:× Q3:× Q4:○ Q5:○ Q6:× Q7:× Q8:○ Q9:× Q10:○ Q11:× Q12:× 
■骨髄提供に関するQ&A　http://www.jmdp.or.jp/donation/question.html
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迅
速
コ
ー
ス
が
始
ま
り
ま
し
た

　
骨
髄
移
植
推
進
財
団
で
は
、
今
年
１

月
に
「
1
0
0
日
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
の
登
録

か
ら
移
植
ま
で
の
期
間
を
中
央
値
で

1
0
0
日
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
た

も
の
で
す
。
そ
の
具
体
策
と
し
て
「
迅

速
コ
ー
ス
」
を
設
け
、
８
月
16
日
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
迅
速
コ
ー
ス
」
は
、
ド
ナ
ー

候
補
者
の
意
思
を
尊
重
し
な
が
ら
患

者
さ
ん
の
病
状
と
移
植
希
望
時
期
に

即
し
た
迅
速
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を

進
め
、
骨
髄
提
供
す
る
こ
と
を
目
的

に
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
15
年
度
の
ド
ナ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
期
間
は
、
中
央
値
で
1
4
7
日
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
を
短
縮
す
る
こ
と
が

こ
の
コ
ー
ス
の
最
大
の
目
標
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
開
始
か
ら
１
０
０
日
前
後
で
病
状
悪

化
な
ど
の
理
由
に
よ
り
登
録
を
取
り
消

す
患
者
さ
ん
を
救
命
し
よ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
ド
ナ
ー
候
補
者
へ
の
説
明
は
、
初
期

段
階
か
ら
採
取
日
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
（
目
標
80
日
間
）
を
提
示
し
、
日
程

調
整
が
可
能
か
ど
う
か
を
確
認
し
た
う

え
で
、
ド
ナ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
基

本
理
念
で
あ
る
自
由
意
思
と
安
全
性
を

確
保
し
、
調
整
が
可
能
な
ド
ナ
ー
を
迅

速
対
象
と
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ス
タ
ー
ト
か
ら
３
ヵ
月
間
に
患
者
登

録
し
た
国
内
患
者
3
6
5
人
の
う
ち
85

人
が
迅
速
コ
ー
ス
を
希
望
し
て
お
り
、

骨
髄
採
取
日
が
決
定
し
た
事
例
で
は
目

標
ど
お
り
の
80
日
を
達
成
し
て
い
る
ケ
ー

ス
も
出
始
め
て
い
ま
す
。

ドナーサポートダイヤル

応募方法
PCから
http://www.donorsnet.jp/voice/
携帯から
http://www.donorsnet.jp/
提供しました！→体験談募集

たくさんのご応募、お待ちしています。

　
ド
ナ
ー
登
録
し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ

か
け
や
適
合
通
知
を
受
け
取
っ
た
感
想

や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が
終
了
し
た
時
の

心
境
、
骨
髄
提
供
し
た
時
の
気
持
ち
な

ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。
あ

な
た
の
ド
ナ
ー
体
験
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。
ド
ナ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
や
骨
髄
バ
ン

ク
ニ
ュ
ー
ス
で
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

状
況
が
変
わ
っ
た
ら

お
伝
え
く
だ
さ
い

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
中
止
を

減
ら
す
た
め
に

　骨髄バンクの普及啓発と患者さんの支援を目的として活動す

るＮＰＯ法人・全国骨髄バンク推進連絡協議会が、ドナー登録

希望者や登録者を対象とした電話相談事業を始めました。

　医学的な質問やコーディネート上の内容に関しては骨髄移植

推進財団で対応することになりますが、登録希望者やドナー候

補者の皆さんの「実際にはどのくらい痛かったの？」「家族が

反対しているんだけど…」といった素朴な疑問や心情的な悩み

に対して、相談員である骨髄提供経験者が、自らのドナー体験

を語り、アドバイスします。

　
20
〜
50
歳
ま
で
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
中

で
は
、
登
録
中
に
周
囲
の
環
境
や
健
康
状
態

が
変
化
す
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
転
勤
な
ど
で
住
所
が
変
わ
っ
た
ら
、
こ

の
「
骨
髄
バ
ン
ク
ニ
ュ
ー
ス
」
に
同
封
の

宛
名
台
紙
を
利
用
し
て
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
郵
送
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
宛
先
不
明

で
は
、
適
合
通
知
は
戻
っ
て
き
て
し
ま
い

ま
す
。
健
康
上
の
状
況
が
変
化
し
た
と
き

も
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
例
え
ば
、
妊
娠
し
た
場
合
、
登
録
は
保

留
で
き
ま
す
。
慢
性
疾
患
な
ど
提
供
が
で

き
な
く
な
る
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
ら
、

登
録
の
取
り
消
し
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
た
と
え
登
録
を
取
り
消
し
さ
れ
た
と
し

て
も
、
あ
な
た
が
骨
髄
バ
ン
ク
の
深
い
理

解
者
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
の
で

す
か
ら
。

　
な
ん
ら
か
の
理
由
で
、
し
ば
ら
く
骨
髄
提

供
を
希
望
し
な
い
と
き
は
、
ド
ナ
ー
登
録
を

保
留
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
骨
髄
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
に
て
、
ご
指
定
の
期
間
、
ド
ナ
ー

登
録
保
留
の
手
続
き
を
行
い
ま
す
。
こ
の
期

間
中
は
、
患
者
さ
ん
と
の
適
合
検
索
を
行
い

ま
せ
ん
。
期
間
が
経
過
し
た
ら
、
保
留
解
除

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
早
期
に
保
留
の
解
除

を
希
望
す
る
と
き
は
、
本
紙
に
同
封
さ
れ
て

い
る
封
筒
の
宛
名
台
紙
を
利
用
し
て
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
今
後
も
骨
髄
提
供
が
で
き
る
見

通
し
が
た
た
な
い
と
き
は
、
登
録
の
取
り

消
し
を
お
願
い
し
ま
す
。
骨
髄
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
ド
ナ
ー
の
皆
さ
ま
の
「
患
者
さ
ん
を
救

い
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
何
よ
り
も
大

切
に
し
た
い
―
―
。
そ
の
気
持
ち
を
確
実

に
届
け
る
た
め
に
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

の
期
間
を
短
く
し
、
患
者
さ
ん
が
ベ
ス
ト

な
状
態
で
移
植
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

「
あ
な
た
が
で
き
る
こ
と
」
を
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

あ
な
た
の
ド
ナ
ー
体
験
談
を

募
集
し
て
い
ま
す

ド
ナ
ー
の
自
由
意
思
と
安
全
性
確
保

7

ご 存 じ で し た か ？

こんなとき
どうしたらいいの？
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今
回
は
、
骨
髄
移
植
と
輸
血
に
つ
い
て
述
べ
、
献

血
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
と
い
う
の
は
、
今
年
は
台
風
や
地
震
の
被
害
が
甚

大
な
た
め
、
例
年
に
な
く
献
血
が
少
な
く
、
血
液
疾

患
の
治
療
を
は
じ
め
手
術
、
救
急
の
現
場
で
も
輸
血

の
確
保
が
心
配
な
状
況
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
時
事
通
信
ニ
ュ
ー
ス
（
平
成
16
年
10
月
30
日
）
は
、

「
台
風
や
地
震
な
ど
相
次
ぐ
災
害
の
影
響
で
献
血
者
が

減
少
し
て
お
り
、
日
本
赤
十
字
社
の
輸
血
用
血
液
が
大

幅
な
不
足
に
陥
っ
て
い
る
。
在
庫
数
が
必
要
量
の
約
８

割
に
ま
で
減
少
し
て
お
り
、
日
赤
は
『
年
末
に
か
け
て

全
国
的
に
血
液
不
足
が
深
刻
化
す
る
恐
れ
が
あ
る
』
と

し
て
、
全
国
の
血
液
セ
ン
タ
ー
で
献
血
の
受
付
時
間
を

延
長
す
る
な
ど
し
て
対
応
し
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
も

都
道
府
県
を
通
じ
て
、
献
血
へ
の
協
力
を
呼
び
掛
け

た
」
と
報
じ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
ど
う
や
ら
最
も
影
響
力
の
あ
る
テ
レ
ビ

な
ど
で
の
報
道
が
少
な
い
ら
し
く
、
国
民
共
通
の
認

識
に
は
な
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
、
冬

を
迎
え
ま
す
が
、
冬
期
間
は
例
年
、
献
血
の
人
数
が

減
り
ま
す
の
で
、
さ
ら
に
治
療
に
使
わ
れ
る
輸
血
の

確
保
が
心
配
な
状
態
で
す
。

　
骨
髄
移
植
は
、
骨
髄
バ
ン
ク
が
登
場
す
る
ま
で
は
、

兄
弟
姉
妹
間
な
ど
の
血
縁
者
間
の
同
種
骨
髄
移
植
と

自
分
の
骨
髄
液
を
移
植
す
る
自
家
移
植
だ
け
で
し
た

が
、
１２
年
前
よ
り
骨
髄
バ
ン
ク
で
の
非
血
縁
者
間
骨

髄
移
植
が
始
ま
り
、
多
く
の
患
者
さ
ん
の
命
を
救
う

実
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
こ
の
骨
髄
移

植
を
は
じ
め
、
血
縁
者
間
で
の
末
梢
血
幹
細
胞
移
植
、

非
血
縁
者
間
さ
い
帯
血
移
植
と
種
類
が
増
え
て
お
り

こ
れ
ら
は
造
血
幹
細
胞
移
植
と
総
称
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
造
血
幹
細
胞
移
植
を
必
要
と
す
る
患
者
さ
ん

は
、
白
血
病
、
再
生
不
良
性
貧
血
、
骨
髄
異
形
成
症

候
群
、
悪
性
リ
ン
パ
腫
、
多
発
性
骨
髄
腫
な
ど
の
血

液
疾
患
が
主
で
す
が
、
他
に
重
篤
な
免
疫
不
全
疾
患

や
代
謝
疾
患
、
そ
し
て
一
部
の
固
形
が
ん
も
適
応
と

な
る
な
ど
、
対
象
疾
患
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
移
植
に
い
た
る
ま
で
、
こ
の
患
者
さ
ん
た
ち
は
多

く
の
治
療
を
受
け
ま
す
。
例
え
ば
、
白
血
病
で
は
抗

が
ん
剤
に
よ
る
化
学
療
法
を
長
期
間
受
け
ま
す
。

　
血
液
疾
患
は
、
多
く
の
場
合
、
そ
の
病
気
と
な
る

場
所
が
血
液
の
細
胞
を
造
る
骨
髄
で
す
が
、
そ
の
骨

髄
が
障
害
を
受
け
る
と
正
常
な
血
液
の
細
胞
で
あ
る

赤
血
球
、
血
小
板
、
白
血
球
が
造
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。
血
液
疾
患
の
場
合
は
、
病
気
そ
の
も
の
で
骨
髄

は
障
害
さ
れ
ま
す
が
、
治
療
で
使
わ
れ
る
抗
が
ん
剤

で
も
骨
髄
は
著
し
く
障
害
さ
れ
る
た
め
、
治
癒
し
な

い
限
り
、
骨
髄
は
障
害
さ
れ
続
け
、
血
液
の
細
胞
は

常
に
不
足
し
ま
す
。
そ
の
不
足
し
た
血
液
細
胞
を
補

給
す
る
の
が
輸
血
で
す
。

　
こ
の
輸
血
と
い
う
治
療
法
が
な
け
れ
ば
、
血
液
疾

患
の
患
者
さ
ん
は
生
命
を
維
持
で
き
ま
せ
ん
し
、
治

療
や
造
血
幹
細
胞
移
植
も
で
き
な
い
の
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
輸
血
療
法
は
血
液
疾
患
の
患
者
さ

ん
に
と
っ
て
生
命
線
で
あ
り
、
そ
れ
を
さ
さ
え
る
善

意
の
献
血
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
け
れ
ば
生
命
の
維

持
、
治
療
、
移
植
は
で
き
な
い
の
で
す
。

　
輸
血
と
い
っ
て
も
赤
血
球
輸
血
、
血
小
板
輸
血
、
新

鮮
凍
結
血
漿
輸
血
と
種
類
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
皆

さ
ん
が
、
最
も
な
じ
み
が
あ
る
の
が
赤
血
球
輸
血
で

す
が
、
こ
れ
は
通
常
の
4
0
0
ml
献
血
で
造
ら
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
血
液
中
に
は
血
小
板
と
い
う
細
胞
が
あ
り
、

出
血
を
止
め
る
主
役
で
す
が
、
こ
の
血
小
板
が
な
い
と

い
つ
ま
で
も
出
血
は
止
ま
ら
な
い
わ
け
で
す
。
健
康
な

人
で
は
、
抜
歯
を
し
て
も
あ
る
程
度
し
た
ら
出
血
は
止

ま
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
血
小
板
の
な
い
血
液
の
病
気

の
方
は
、
血
小
板
輸
血
を
し
な
い
限
り
こ
の
出
血
が
い

つ
ま
で
も
止
ま
ら
な
い
の
で
す
。
脳
出
血
な
ど
で
は
死

に
至
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
移
植
を
受
け
る
方
も
受

け
な
い
方
も
血
液
疾
患
の
患
者
さ
ん
の
大
部
分
は
血
小

板
輸
血
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
骨
髄
移
植
を
受
け
た
患
者
さ
ん
は
、

移
植
後
、
自
分
で
血
液
を
造
り
出
せ
る
よ
う
に
な
る

ま
で
の
間
、
通
常
３
日
お
き
に
血
小
板
輸
血
が
７
〜

１０
回
ほ
ど
行
わ
れ
ま
す
。

　
最
近
、
造
血
幹
細
胞
移
植
の
数
が
急
激
に
増
加
し
、

こ
の
血
小
板
輸
血
の
必
要
性
も
う
な
ぎ
の
ぼ
り
に
増
加

し
て
い
ま
す
。
年
間
の
造
血
幹
細
胞
移
植
件
数
は
、

３
０
０
０
例
に
も
な
っ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
血
小
板
輸
血
用
の
血
液
は
4
0
0
ml
献
血
で

は
な
く
、
約
1
時
間
と
少
し
時
間
が
か
か
る
成
分
献
血

で
造
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
全
血
献
血
だ
け
で
な
く
成

分
献
血
へ
の
協
力
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
世
界
の
中
心
で
、
愛
を
さ
け
ぶ
」
と
い
う
映
画
が

今
年
大
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
が
、
私
も
観
ま
し
た
。
昭

和
62
年
当
時
の
高
校
生
の
悲
恋
物
語
の
追
憶
シ
ー
ン

で
し
た
。
主
人
公
の
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
が
白
血
病
で

最
期
を
迎
え
る
場
面
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
空
港

で
主
人
公
が
「
助
け
て
く
だ
さ
い
」
と
誰
に
向
か
っ

て
と
い
う
こ
と
も
な
く
、
全
て
の
人
に
訴
え
て
い
た

姿
が
脳
裏
に
焼
き
つ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
叫
び
は
、
骨
髄
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
い
る
患

者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
の
叫
び
で
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
叫
び
に
対
し
て
、
助
け
に
駆
け
つ
け
て
い
る
方

が
、
骨
髄
バ
ン
ク
に
ド
ナ
ー
登
録
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
皆
さ
ん
で
、
私
が
最
も
尊
敬
し
て
い
る
方
々
で
す
。

骨
髄
移
植
と
い
う
治
療
方
法
は
、
ド
ナ
ー
の
方
が
い

な
け
れ
ば
、
全
く
で
き
な
い
治
療
で
す
。

　
是
非
、
骨
髄
移
植
を
必
要
と
す
る
患
者
さ
ん
を
ド

ナ
ー
と
な
っ
て
救
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

骨
髄
移
植
と
輸
血

骨
髄
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ド
ナ
ー
登
録
者
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
皆
さ
ん
が
、
ド
ナ
ー

登
録
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
お
か
げ
で
、
白
血
病
を
は
じ
め
と
す
る
血
液
難
病
の
患
者
さ
ん
は
、
大
変
心
強
く

思
い
、
治
療
に
立
ち
向
か
う
勇
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

骨
髄
提
供
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
は
、
一
生
に
一
度

か
二
度
あ
る
だ
け
で
、
ど
ん
な
に
提
供
を
望
ん

で
も
そ
の
チ
ャ
ン
ス
が
巡
っ
て
こ
な
い
方
々
が

大
半
で
す
。
し
か
し
、
日
常
的
に
血
液
疾
患
の

患
者
さ
ん
の
命
綱
と
い
え
る
輸
血
用
血
液
を

4
0
0
ml
献
血
、
成
分
献
血
と
い
う
形
で
患
者

さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
よ

り
多
く
の
患
者
さ
ん
が
助
か
り
ま
す
。
是
非
と

も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
命
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
、
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

輸
血
の
種
類
と
骨
髄
移
植

骨
髄
移
植
と
輸
血
療
法

虎
の
門
病
院
　輸
血
部
長
　
松
崎
道
男

全国赤血球在庫の推移

献

血

の

お

願

い

（u）

（月）

100,000

90,000

80,000

70,000

60,000
適正在庫

50,000

40,000

30,000

平成15年度
平成16年度
適正在庫

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

53,812
(H16.10/21現在)

出典：日本赤十字社



（平成16年9月末現在、平成4年からの累計数）
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（2次検査終了ドナー数：196,350） （患者登録者現在数：2,735）

HLA適合ドナー数

98,286人

確認検査ドナー数

33,381人

患者登録者数

16,989人

HLA適合患者数

13,882人

確認検査患者数

9,816人

最終同意・移植日程調整

6,973組

骨髄提供・移植実施数

5,866例

HLA検索

コーディネートⅠ

コーディネートⅡ

コーディネートⅢ

■患者のHLA適合率は82％です。前回の結果（平成15年3月末）と同

等です。適合患者のうち約70％が確認検査に進んでいます。

■骨髄提供をしたドナーさんは、ドナー登録者の約3％、移植を受けた患

者さんは、患者登録者の約34％となっています。

9

　平成15年8月1日に日本骨髄バンクを介した移植例が5000例を超え、その後も年間700例ペースで増加しており、16年9月までには5866

例に達しています。ご提供いただいたドナーの方々をはじめ、骨髄バンク事業にご支援いただいた皆さまに、心から感謝申し上げます。今号では、

患者・ドナーのコーディネートの状況、移植患者の状況を掲載しました。その他、各種統計につきましては、ホームページで公開しています。

http://www.jmdp.or.jp/about_us/genkyou/index.html

日本骨髄バンクの現状

　
国
（
厚
生
労
働
省
）
の
審
議
会
で
あ
る
「
第

２４
回
造
血
幹
細
胞
移
植
委
員
会
」
が
１０
月
２９
日

に
開
催
さ
れ
、
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
者
数
（
ド
ナ
ー

プ
ー
ル
）
拡
大
の
た
め
に
、
①
ド
ナ
ー
登
録
要

件
及
び
運
用
の
見
直
し
、
②
地
域
間
格
差
の
解

消
及
び
取
り
組
み
の
強
化
―
―
な
ど
が
検
討
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
ド
ナ
ー
登
録
要
件
と
し
て
は
「
家

族
同
意
を
得
る
こ
と
は
必
要
と
し
な
い
」
方
向

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
そ
の
実
施
時
期
は
、

国
に
お
い
て
行
政
的
手
続
き
が
行
わ
れ
決
定
さ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
間
格
差
の
解
消
の
た
め
「
各
都

道
府
県
ご
と
に
関
係
者
に
よ
る
連
絡
協
議
会
の

設
置
が
必
要
で
あ
り
、
各
地
域
の
実
情
に
合
わ

せ
た
取
り
組
み
の
強
化
を
要
請
す
る
」
こ
と
と

さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
造
血
幹
細
胞
移
植
委
員
会
に
お

い
て
は
、 

ド
ナ
ー
プ
ー
ル
拡
大
の
観
点
に
立
っ

て
、「
ド
ナ
ー
登
録
年
齢
、
提
供
年
齢
の
拡
大
、

ド
ナ
ー
登
録
手
続
き
簡
略
化
」
な
ど
に
つ
い
て

も
、
慎
重
に
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
財
団
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
ド
ナ
ー

候
補
者
の
方
々
に
「
骨
髄
提
供
の
際
に
は
、
家

族
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
必
要
な
こ
と
」
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
段
階
で
必
ず
確
認
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
ド
ナ
ー
登
録
説
明
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

骨
髄
バ
ン
ク
ニ
ュ
ー
ス
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
、
ド
ナ
ー
登
録
者
の
皆
さ
ま
へ
十
分
な
情
報

を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
ド
ナ
ー
登
録
要
件
な
ど
の
変
更
の
実
施
時
期

は
未
定
で
す
。
決
定
が
あ
り
し
だ
い
公
表
さ
れ

ま
す
。

非血縁者間骨髄移植の状況患者・骨髄提供者（ドナー）のコーディネート状況

移植例数の推移

疾　患
（平成16年9月末現在）

ド
ナ
ー
登
録
時
で
の

家
族
同
意
の
見
直
し
に
つ
い
て

ドナー登録者数

196,733人



１０
月
は
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間

公
共
広
告
機
構
の
新
ポ
ス
タ
ー
と
も
連
動

災
害
乗
り
越
え
、
登
録
会
は
2
1
5
回
開
催

全
国
大
会
に
４
０
０
人
参
加

石
原
夫
妻
が
壮
絶
な
闘
病
を
こ
も
ご
も
に

患
者
・
ド
ナ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
ス
ラ
イ
ド
で
再
現

10

ト　ピ　ッ　ク　ス

　
10
月
31
日
、
慶
應
義
塾
大
学
三
田
キ
ャ

ン
パ
ス
に
て
、
全
国
の
関
係
者
約
4
0
0

人
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
が
、
「
も

う
す
ぐ
20
万
人
、
ま
も
な
く
移
植

6
0
0
0
例
」
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
示
す

と
お
り
、
平
成
３
年
（
1
9
9
1
）
12
月

に
財
団
が
発
足
し
て
か
ら
13
年
を
迎
え
る

中
、
ド
ナ
ー
登
録
者
数
の
20
万
人
到
達
が

目
前
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
第
1
部
の
式
典
に
続
き
、
第
2
部
の
記

念
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
「
血
液
型
が
変
わ
っ

ち
ゃ
っ
た
！
」
（
マ
キ
ノ
出
版
）
の
著
者
、

石
原
靖
之
さ
ん
と
、
苦
し
い
治
療
の
大
き

な
支
え
と
な
っ
た
奥
様
へ
の
特
別
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
が
行
わ
れ
、
壮
絶
な
闘
病
の
様
子

が
ご
夫
妻
の
口
か
ら
語
ら
れ
ま
し
た
。
　

　
石
原
さ
ん
は
平
成
７
年
末
に
急
性
骨
髄
性

白
血
病
と
な
り
、
治
療
を
受
け
た
も
の
の
13

年
に
再
発
、
翌
年
に
骨
髄
バ
ン
ク
を
介
し
て

骨
髄
移
植
を
受
け
ま
し
た
。
A
型
だ
っ
た
血

液
型
が
、
ド
ナ
ー
由
来
の
O
型
に
な
っ
た
こ

と
な
ど
の
闘
病
生
活
を
本
に
し
た
こ
と
な
ど

を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
患
者
さ
ん
・
ド
ナ
ー
さ
ん

双
方
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
状
況
を
、
ス
ラ

イ
ド
な
ど
を
使
っ
て
解
説
す
る
「
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
再
現
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ス

ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
と
ト
ー
ク
に
よ
っ
て
、
骨

髄
バ
ン
ク
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
紹
介
し

て
い
く
と
い
う
今
ま
で
に
な
い
手
法
を
と

り
入
れ
た
も
の
で
す
。

　
再
現
シ
ー
ン
の
合
間
に
は
、
フ
ロ
ア
の

参
加
者
に
も
マ
イ
ク
が
向
け
ら
れ
、
活
発

な
意
見
交
換
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
参

加
者
全
員
で
記
念
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
、

閉
幕
し
ま
し
た
。

写真上　コーディネート再現
写真下　記念アピール採択

公共広告機構のキャンペーンに連動したポスター「星野仙
一さんと白血病と闘う谷口明子さん」

　
今
年
に
入
り
毎
月
連
続
2
0
0
0
人
を
超

す
ド
ナ
ー
登
録
者
が
あ
り
ま
す
が
、
骨
髄
バ

ン
ク
推
進
月
間
の
10
月
に
は
、
そ
の
月
平
均
と

比
べ
て
２
割
以
上
、
ま
た
、
過
去
の
月
間
で

も
３
番
目
に
多
い
2
9
4
9
人
の
登
録
者
数
と

な
り
ま
し
た
。
献
血
ル
ー
ム
や
保
健
所
で
の

受
け
付
け
以
外
の
ド
ナ
ー
登
録
会
が
2
1
5

回
開
催
さ
れ
、
推
進
月
間
の
約
６
割
が
登
録

会
で
の
登
録
者
で
し
た
。

　
予
定
さ
れ
て
い
た
登
録
会
が
台
風
や
地
震
の

た
め
に
中
止
と
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
中
、
地

域
緊
急
雇
用
創
出
基
金
を
活
用
し
た
推
進
員

配
置
の
成
果
が
着
実
に
反
映
さ
れ
た
と
こ
ろ

も
あ
り
、
登
録
会
の
開
催
数
が
年
度
始
め
に

比
べ
２
倍
以
上
に
な
っ
た
こ
と
や
、
登
録
者

数
の
多
い
登
録
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
な
ど

で
好
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　
推
進
月
間
に
合
わ
せ
公
共
広
告
機
構
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
に
連
動
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
、
各

行
政
、
郵
政
公
社
な
ど
へ
配
布
し
た
ほ
か
、

今
年
は
首
都
圏
の
私
鉄
、
地
下
鉄
、
J
R
東
日

本
・
西
日
本
、
西
日
本
鉄
道
な
ど
の
交
通
広
告

媒
体
で
多
数
掲
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
例
年
同
様
、
行
政
広
報
紙
で
の
啓

発
記
事
掲
載
や
地
域
マ
ス
コ
ミ
の
骨
髄
バ
ン

ク
特
集
記
事
の
掲
載
、
学
園
祭
、
地
域
イ
ベ

ン
ト
で
の
広
報
活
動
に
参
加
し
た
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
力
な
ど
も
大
き
な
成
果

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
推
進
協
議

会
（
J
I
A
A
）
が
、
骨
髄
バ
ン
ク
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
「
ド
ナ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
」
を

支
援
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

同
協
議
会
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
、
加
盟
会

員
各
社
の
媒
体
が
ド
ナ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
の
バ
ナ

ー
広
告
や
記
事
を
掲
載
す
る
と
い
う
新
た
な

試
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
10
月
か
ら
本
格

的
な
支
援
を
受
け
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
利
用
者
へ
の
積
極
的
な
情
報
提
供
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。



　毎日社会福祉顕彰（毎日新聞社会事業団主

催）は毎年、福祉の向上に貢献した個人、団

体を顕彰し、第34回（平成16年度）は推薦さ

れた35件の個人、団体の中から3件に贈られ

ました。

　今回受彰された藤岡八重子さんは、昭和62年

（1987）に次女・貴子さんの急性リンパ性白血

病再発をきっかけに骨髄バンクの設立を求める

運動を開始しました。藤岡さんは、治癒の望み

をかけて貴子さんに骨髄移植を希望したものの

家族にHLA適合者がいなかったため移植を受

けることができなかったのです。そんなとき、

他人からでもHLAが適合すれば移植が受けら

れることを知り、血液センターや行政への陳情

など骨髄バンク設立運動に邁進しました。

　しかし、平成2年に貴子さんは「自分以外の人

も助けてほしい」と言い残して13歳の短い生涯を

閉じました。藤岡さんは貴子さんの願いを胸に

日本骨髄バンク設立後も地域におけるドナー登

録推進活動を担うボランティア組織として、関

西骨髄バンク推進協会を設立、今も専務理事と

して活躍されています。また、自らもドナーと

なり骨髄を提供するなど献身的に活動されてい

ます。近畿各府県のボランティア組織の立ち上

げ、ドナー登録者を大幅に増やすキャンペーン

なども成功に導き、日本国内でドナーを得られ

ない人のために、アジア太平洋地域の骨髄バン

ク提携の実現などにも貢献しました。ドナー登

録者数が、目標の30万人には届いていないこと

から「まだ道半ば。皆さまのご協力を」と訴え

ています。

さ
い
帯
血
バ
ン
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
5
周
年
大
会

採
取
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
が
情
報
交
換

ミ
ニ
移
植
を
受
け
た
2
人
の
元
患
者
さ
ん
も
登
壇

藤岡八重子さんに
毎日社会福祉顕彰

あ
い
お
い
損
保
で
ド
ナ
ー
登
録
会
、
56
名
の
登
録

企
業
の
社
会
貢
献

１０
月
は
「
あ
い
お
い
の
月
」
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10
月
16
日
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
「
明

日
に
向
か
っ
て
」
を
テ
ー
マ
に
開
か
れ
ま
し

た
。
全
国
の
さ
い
帯
血
採
取
医
療
機
関
（
95

病
院
）
の
ス
タ
ッ
フ
が
一
堂
に
会
し
た
初
め

て
の
会
議
で
は
、
「
妊
婦
さ
ん
に
対
す
る
提
供

の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
」「
よ
り
多

い
細
胞
を
確
保

す
る
た
め
の
採

取
手
技
」
な
ど

に
つ
い
て
、
情

報
が
交
換
さ
れ

ま
し
た
。

　
さ
い
帯
血
の

公
開
数
が
９
月

に
２
万
個
に
達

し
、
さ
い
帯
血

移
植
累
計
数
も

1
9
4
2
（
11
月
４
日
に
2
0
0
0
）
例
に
な

っ
た
こ
と
や
、
移
植
成
績
で
は
15
歳
以
下
の

子
ど
も
の
さ
い
帯
血
移
植
は
、
病
状
に
よ
っ

て
は
骨
髄
移
植
に
近
い
効
果
が
得
ら
れ
る
こ

と
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
加
藤
俊
一
・
東
海

大
教
授
（
細
胞
移
植
学
）
は
「
骨
髄
移
植
は
準

備
に
数
カ
月
か
か
る
が
、
さ
い
帯
血
移
植
は

す
ぐ
に
で
も
で
き
る
。
状
況
に
応
じ
て
使
い

分
け
る
べ
き
だ
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
拡
大
す
る
高
齢
者
移
植
」

で
は
、
さ
い
帯
血
の
ミ
ニ
移
植
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
、
実
際
に
移
植
を
受
け
て
元
気
に
な

っ
た
50
歳
代
と
60
歳
代
の
元
患
者
さ
ん
も
登

場
し
ま
し
た
。
ま
た
、
公
募
さ
れ
て
い
た
シ

ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
（
や
な
せ
た
か
し
氏

デ
ザ
イ
ン
）
の
愛
称
は
「
き
ず
な
ち
ゃ
ん
」

に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
あ
い
お
い
損
害
保
険
株
式
会
社
（
本
社
・

東
京
都
渋
谷
区
）
が
３
日
間
に
わ
た
り
、

本
社
と
都
内
の
営
業
本
部
２
ヵ
所
で
献
血

と
ド
ナ
ー
登
録
会
を
開
催
。
計
56
人
の
方

の
登
録
が
あ
り
ま
し
た
。

　
同
社
は
毎
年
10
月
を
社
名
あ
い
お
い
（
＝

Ｉ
Ｏ
Ｉ
）
か
ら
「
あ
い
お
い
の
月
」
と
し
て

制
定
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に

取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ド
ナ
ー

登
録
会
も
そ
の

一
環
と
し
て
行

わ
れ
た
も
の
で

す
。

 

「
今
後
は
全
国

の
支
社
に
も
協
力
を
呼
び
か
け
て
、
規
模
を

拡
大
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
や
れ
ば
い
い
、

と
い
う
も
の
で
は
な
く
て
、
き
ち
ん
と
成
果

を
出
し
た
い
で
す
か
ら
。
ま
た
、
今
回
の
取

り
組
み
で
、
ま
だ
『
骨
髄
提
供
は
怖
い
』
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
社
員
が
少
な

く
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
そ

う
し
た
誤
解
を
払
拭
す
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ

め
て
い
き
た
い
」
と
語
る
伊
東
義
雄
広
報
部

長
は
、
奥
さ
ま
が
骨
髄
バ
ン
ク
で
骨
髄
提
供

を
体
験
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
ド
ナ
ー

登
録
に
つ
い
て
、
正
し
く
知
っ
て
ほ
し
い
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
同
社
に
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も

有
志
社
員
が
積
立
て
て
い
る
「
ゆ
に
ぞ
ん

募
金
」
か
ら
、
財
団
の
患
者
支
援
基
金
へ

多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

次女の白血病を機に
骨髄バンク設立運動

自らもドナー体験



日本骨髄バンク

INFORMATION

平成17年
お正月第2弾
ロードショー

募 金 の お 礼 と お 願 い

郵便振替用紙で、最寄りの郵便局からお振込みを
お願いします（手数料は当財団負担となります）。

　0120-377-465までお電話くだ
さい。みずほ銀行本支店間での手数料が無料に
なる専用振込用紙をお送りします。

クレジットカード募金

お電話で
ご使用になるカードをお手元にご用意のうえ、

　0120-377-465までお名前・ご
住所・電話番号・カード会社・カード番号・カード
の有効期限・ご寄付の金額をお知らせください。

インターネットから

骨髄バンク提携クレジットカードのご案内

http://www.jmdp.or.jp/reg/help_us/how_to.html
ＮＴＴコミュニケーションズの電子決済サービス「Livuy
（リヴァイ）」を利用したインターネットの決済サー
ビスです。お申し込みいただいた金額をご利用の
カード会社の規約に従って、通常のカード利用と同
様に口座から振り替えさせていただきます。

クレジットカードによるお支払いの0.5％が骨髄バンクに寄付される骨髄バンクサポーターカード。寄付金なしの一
般会員と、年会費として毎年3,000円を寄付するサポーター会員、毎年1万円を寄付する特別会員があります。骨
髄バンクカードには、この３種類のNICOSカードのほか、各VISAつきカードがあります。

入会申込書を　　　0120-377-465 までご請求ください。

郵便振替

銀行振込

皆 さ ま の 善 意 を お 寄 せ く だ さ い

　0120-445-4450120-445-445
http://www.jmdp.or.jp/

お問い合わせ・資料請求は
編 集 後 記

映画「火火」

お知らせ

「ドナー登録しよう！」と皆さんの心が動いたきっかけは？

　http://www.donorsnet.jp/（ＰＣ・モバイル共通）ご協力ください

骨髄バンク事業が開始されてもうすぐ13年。この間、世の中は大きく変わりましたが、

「いのちを救う」ドナー登録の意義がゆらぐことはありません。でも、骨髄バンクの

認知度が向上するにつれ、皆さんのドナー登録に対する意識には変化が見られるのか

もしれない。そう考え、皆さんにドナー登録をしたきっかけを伺うアンケートを企画し

ました。今後の骨髄バンク普及啓発活動のため、ご協力をお願いします。どうか「ドナ

ー登録しよう」と心が動いた瞬間を思い返してみてください。ささいなことでも、皆

さんの想いが、これからドナー登録を増やしていく大きなヒントになります。　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（なんでも探検隊隊長：アヤト）

ドナー登録者30万人の実現のためには、パンフレットやポスターの制作、ドナー登録会開催な
どを継続していかなければなりません。引き続きお力をお貸しください。

ご協力いただいた方の中から抽選で50組100名様を
映画『火火』の試写会へご招待！

※試写会は東京のみの開催となります。ご了承ください。  

日　　時　平成17年1月11日（火）18:00開場18:30開映

場　　所　ヤマハホール（東京都中央区銀座7丁目9-14）

■ アンケートフォーム：http://www.donorsnet.jp/oppo/
■ 集計結果は、サイトとメルマガで報告します。

■ 締め切り：平成16年12月29日（水）※当選は招待状の発送をもってかえさせていただきます。

原作：「母さん子守歌うたって」
　　　　（那須田稔/岸川悦子著　ひくまの出版）

後援：骨髄移植推進財団　
　　　 芸術文化振興基金助成事業
配給：ゼアリズエンタープライズ

映画「火火」公式ホームページ　http://www.hibi.cn/
ドナーズネットも「火火」を応援します。
映画情報やインタビューなども掲載します。お楽しみに！

【donorsnet news】

骨髄バンクの最新情報をメルマガでお届け！お申し込みは

http://www.donorsnet.jp/mail/

キャスト
田中裕子　窪塚俊介　
黒沢あすか　池脇千鶴　
遠山景織子　岸部一徳　
石田えり
脚本・監督：高橋伴明

貴 重 な 募 金 で で き る こ と

たとえば

￥3,000

パンフレット120部

￥10,000
▼ ▼

ポスター150枚南野陽子さんとチェン・レイビンさんのデュオ=11月22日、
紀尾井ホールでのドナー登録20万人記念チャリティーコンサート

コーディネートが中止になるケースは意外と多いもの

です。患者さんの中には「ドナーさんに断られた」と

受け止める方もいると聞いていますが、実際は健康上

の理由で中止になっているケースが多いことが、おわ

かりいただけたと思います■ドナー登録者の皆さまの

善意は本当にありがたいのですが、コーディネートが

スムーズに進むためにも、さらにはご本人のためにも

「健康第一」を心がけてくだされば幸いです■「迅速

コース」にご協力をお願いします。また、今号では輸

血の重要性について、虎の門病院・松崎道男輸血部長

に寄稿していただきました。設立当初から「献血」は

骨髄バンクと密接な関係にあることを改めて痛感しま

す■25号作成にあたり、ご協力いただいたすべての

方に感謝をこめて。


	ドナー登録者20万人、移植6000例到達
	すべての患者さんに骨髄提供できる日を目指して
	病気とたたかう誰かのために　あなたができること、できないこと
	骨髄移植と輸血／献血のお願い
	日本骨髄バンクの現状
	トピックス
	お知らせ

